
～ スプレー缶の廃棄にご注意ください！～
　昨年１２月１６日に札幌市で発生したガス爆発火災では５０名以上の負傷者と４０棟近

い建物が破損するなど大きな被害がでました。その後２月に九州福岡市でもスプレー缶に

よる事故が発生しています。スプレー缶を廃棄する際には以下の点に注意しましょう。

○廃棄する場合の注意点
　・・缶を振って「シャカシャカ」など音がする場合は中身が残っています。必ず使い切る

こと。

　・・必ず風通しの良い屋外で行うこと。

　・・近くに火気のないことを確認すること。

　・・缶に穴を空けて「金属類」のゴミで出すこと。

　※中身が残っているスプレー缶は、不用意に穴を空けたり、中身が残ったままゴミに出

すと火災災や破裂事故故に繋がる恐れがありますのでご注意ください。

火災から 生命を 守ろう

火災・救急・救助は

「１１９」

～ 北海道胆振東部地震を経て、防災・減災のために備えること ～
　昨年９月６日午前３時０７分に胆振東部地方を震源とする、最大震度７の北海道では過去

最大となる地震が発生し、多くの死傷者、被害が発生しました。また、道内全域で停電とな

る「ブラックアウト」が起きたことにより混乱も生じました。今後、いつどこで発生するか

分からない大災害に備え、日頃から防災に対する意識が大切となります。

○非常用持ち出しバッグの準備はしてますか？
　自宅が被災した場合に、避難生活を送ることとなります。あらかじめ準備をし、持ち出せる

ようにしておきましょう。

　※バッグに入れる内容の例

　　飲料水、食料品（非常食）、貴重品、携帯ラジオ、衣類、懐中電灯、

　　携帯トイレ、常備薬、ウェットティッシュなど

　　乳児のいるご家庭は、ミルク、紙オムツなども用意しておきましょう。

○家具の置き方は工夫してますか？
　倒れてきた家具の下敷きになり亡くなられたり、大ケガをするといった恐れがあります。大

地震が発生したときは「家具は必ず倒れる」と考えて、転倒防止をしておきましょう。

※固定の仕方

　タンス：床側をストッパーで固定し、天井側はポール器具で固定する。

　本　棚：Ｌ字型金具やワイヤーなどで固定し、重い本は下の段にする。

　食器棚：Ｌ字型金具で固定するほか、開き戸には食器が落ちないよう

に留め金具を付ける。

　テレビ：粘着マットを敷くほか、機器をワイヤーなどで壁やテレビ台

に固定する。

誌面に関するお問い合わせ

火災予防に関するご相談は

留萌消防組合小平消防署 管理課 予防保安係

電話：５６－２２２１　ＦＡＸ：５６－９０２２
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